
 

 家庭数        令和６年１２月２０日（金） 

学校だより 第１９号 

       校長 山下 恵子 

高槻だより 
  

高 槻 小 学 校 学 校 教 育 目 標 
『心豊かで 自ら学ぶ たくましい 子どもの育成』 

高槻っ子スローガン  

・あいさつで心通わす 

・全力を出し切ってがんばる 

・お互いを支える思いやりをもつ 

・自分の、友だちの、命を守る    子ども 

 

 

昨日、一昨日の個人懇談会では、お忙しい中でのご参加、ありがとうございました。短い時間でしたが、担任と２学期

の学習や生活について、お話ができたことと思います。 

２３日月曜日、２学期の終業式を迎えます。今学期は、運動会をはじめ、８０周年記念式典など多くの学校行事や学年

行事、学級活動や学習に、充実した学期になりました。様々な学習や活動を通して、子どもたちは、一回りも二回りも大

きく成長したのではないでしょうか。充実した学校生活を送れたのも、保護者の皆様や地域の皆様の日々のご配慮、ご支

援があったからこそと感謝しております。ありがとうございました。 

さて、先日、北九州市では悲惨な事件がありました。それに伴い、登下校での巡回に際して、保護者の皆様、地域の皆

様のご協力、また職員の見回り等で対応をいたしました。特に、事件後月曜日から早々に登下校の見守りに対応してくだ

さった、地域の方々には、夕方バイクで町内を見回っていただいたり、散歩がてらに子どもたちの様子を見に公園をのぞ

いていただいたりと、自主的に対応してくださる方が多く、感謝しております。市民センターの方々も、センターに寄る

児童に、早めに帰宅するように声をかけていただいたりしています。木曜日からは、市の政策として、安心安全課の職員

が、登下校の見回りをしています。 

本日、犯人が捕まったことを知らせるとともに、多くの大人が子どもたちの安全を守り、安心して過ごせることを最優

先に考え動いたことや、これからも力を合わせて子どもたちを守ることを伝えました。そして、子どもたちに、おうちの

方や先生、地域の方に見守られていることに感謝して、元気に安心して過ごすよう話しました。本日配布した手紙や、テ

トルでの「こころつながるメッセージ」をご確認いただき、子どもたちに「心配しなくてよいよ」と伝えてあげて下さい。

子どもたちが楽しく充実した学校生活が送れるよう、そして安心して安全な学校であるように、３学期も職員一同、全力

で子どもに携わっていきたいと思います。 

２３日（月）には、各学級で子どもたちに通知表「あゆみ」を渡します。「あゆみ」や懇談会での話をもとに、ご家庭で

は、２学期の学習や生活を振り返り、ぜひ、頑張ったところや努力したところを、たくさんほめてあげてください。そし

て、３学期の目標を聞いてあげてください。 

 ２４日からの冬休みは、１５日間あります。大晦日や正月などに関わる、日本の伝統的な行事もあります。家族や親せ

きの方々で過ごす時間も多くあることと思います。けがや事故なく、元気で有意義に過ごせますよう、そしてよい年をお

迎えください。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとって「学んでよかった」学校 保護者，地域にとって「預けてよかった」学校。信頼のおける学校をめざして。 

キャリア教育。将来の夢や希望をもって・・・ 

 １２月１２日（木）に、５，６年生は、「夢授業」キャリア

教育を行いました。消防士、海上保安官、警察官、作家、フ

ァイナンシャルプランナー、学童保育士、アウトドア運営者

と、様々な職種の方々が来られ、ブースに分かれて交流しま

した。子どもたちは、「なぜこの仕事を選んだのか」「大変な

ことは何か」「どんな時この仕事をしてよかったと感じるか」

など、質問しながら、仕事について考えました。知らないこ

とを知る喜びや、働くことの尊さを感じたようです。授業が

終わって「海上保安官ってかっこいいと思ったけど、命にか

かわるから大変だ」「看護師になりた 

いので、今度看護師さんの話を聞きたい。」 

「訓練をする仕事は、ほかに何がある 

のだろう」など、夢や希望は広がりそうです。 

 

 

 

さまざまな国の文化に触れて 

１２月１１日（水）に、１年から４年生まで、国

際交流を行いました。インドネシア・モンゴル・

コロンビアの国の方々が来られ、文化や楽器、民

族衣装などを紹介してくれました。子どもたち

は、初めて見る楽器や、衣装に「きれい」「どん

な音が出るのかな」と興味津々でした。２年生は

国語科で「スーホの白い馬」というモンゴル民話

を学びます。物語に出てくる「馬頭琴」の音色を

聞かせてもらって「すごい」「変わった音色」と

喜んでいました。また、民族衣装を着せてもらっ

た子どもたちも、大喜びでした。まるで外国に行

ったような、楽しいひと時でした。 

お詫びと訂正・・先号（１８号）で、６年生の出し物について、演奏「Soroanji」

発表「ほたる学習」が抜けておりました。申し訳ありません。 


